
第西金曜日は映画 の目

上映会 11/ 25 ( 金)

名匠 川島雄
■L

-
▲

▲
ト

大傑作の予兆を感じる2 作品

とんか つ大将
牢､
9 4 分

､
監 督

･

脚本 : 川島 出演者 : 佐 野庸 二 ､

津島恵子 ､ 角梨桂子 ､ 高榛貞二 ､ 三 井弘次

長屋に住む青年医師 ･ 荒木稟作は ､ 俗称 ｢ と んか つ 大将｣

と 呼ばれみんな に親 しまれ て い た ｡ 自分の 住む長屋が悪徳弁

護士の企み で取 り壊され るの を阻止 し ようと反対運動 を起こ

すの だが
･ -

｡ 没 後 に作品が再評価 され て い る川 島雄 三監督の

松竹時代初期作品｡

あした来る人 13 : 00
出鶉 : 山村聴 ､ 三昏達也､ 月丘夢路 ､

新珠三千代､ 三宮連太郎
195 5 年､ 1 1 5 分 ､ 監督 : 川島雄三 ､ 原作 : 井上靖 ､

脚本 : 菊島隆三､ 音楽 : 黛敏郎 ､ 助監督 : 今村昌平

朝日新聞社連載､ 井 上靖の 同名小説 の 映画化｡ 若 き女性

の悩みと抵抗､ 新 し き時代の愛情のあり方を措いた文芸 巨

編｡ 日活製作再開
一

周年記念映画 である こ の作品は､ 映画

界の第
一

線級 のえタ ッ フ ､ キ ャ ス トで編成され て い る｡

参加琴 1 作品に つき 8 00 円
｢ 映画村会員｣

｢ シ ニ アネッ ト会員｣ の方 50 0 円

会場 : N P O 温人 シ ニ ア ネッ ト仙台

｢ 一 番町サロ ン｣

花L O22
-

266 - 5 6 50

仙台市吉葉区 一 番町2 -

5
-

12
一

撃町中央ビル8 F
地 下鉄束西線 ｢青葉通

一 番町駅下車｣ 南出口1 分
ドトー ルコ ー ヒ ー

仙台サツ モ ｢ ル后 向いビル
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受
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を
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､
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嫌
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が
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が
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の
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と
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